
新春の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。 
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2021年1月号を発行いたしました。 
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。                
                                              患者支援センター長 野川 茂、 医療連携室長 角田 隆俊 
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安全で効率的な手術室運営に向けた取り組み 

 2020年4月に着任早々新型コロナウイルス感染症対策に追われていましたが、「安全で効

率的な手術室運営」という相反するテーゼを両立するため日夜努力しております。安全管理
の点からまず手術患者に対して禁煙を勧めております。手術が必要となって当院へご紹介頂
く前から禁煙指導をお願いしたいです。 
 私自身は困難気道管理（Difficult Airway Management）を専門としています。麻酔科以外の
領域では余り耳にしないと思われますが、Treacher-Collins症候群、Pierr-Robin症候群や
Golden-har症候群などのいわゆる挿管困難といわれている先天性疾患や深頚部膿瘍など気

道に直結する感染症の麻酔に関わり、また気管ステント挿入術の麻酔もほぼ全例自ら担当し
ておりました。 
 近年抗血小板療法・抗凝固療法を継続したまま手術に臨む症例が増加しているため、「エコ
ーガイド下末梢神経ブロック」にも力を入れて取り組んでおります。最近の大腿骨頚部骨折の
ガイドラインでは可及的速やかに手術を行うことにより寝たきりを予防すると示されたため、
当院では全身麻酔＋末梢神経ブロックを基本として管理しています。 

医療安全対策室次長、手術室長、麻酔科医長 

麻酔科 臨床教授 丹羽 康則 医師 

【専門領域】 

麻酔全般、安全管理、手術室運営、気道管理 

さらに最近では、内視鏡手術も増加し
ていることから体幹部の末梢神経ブ
ロックを併用する症例も増加しており、
良好な術後鎮痛が得られております。 
 当院は2次救急医療機関に相応す

る緊急手術には迅速に対応しており
ます。一方で3次救急医療に相当する

緊急手術については即時にかつ十分
に対応できない体制であることもご理
解の程をお願いいたします。 
 今後とも何卒よろしくご指導の程を
お願い申し上げます。 BMI>63の完全意識下気管支鏡補助下の気管挿管終了後の一場面 



医療連携室からのお知らせ 
 当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く） 
 ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。 

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

医療機関専用ファックス  042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。 

一般ダイヤル      042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00  
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日 

救急センターにおける取り組み 

 当院は開院以来、南多摩医療圏の二次救急医療機関として救急医療を提供してま
いりました。主に中等症から重症の救急患者受け入れを積極的に行っており、近隣医
療機関からの転院要請も積極的に受け入れております。現在、救急医5名が在籍し、
日勤帯と夜勤帯に分かれ勤務しております。月曜日、火曜日、木曜日、第２・4土曜日
は24時間、水曜日、金曜日は8時30分から20時まで救急初療室に救急医が在籍し救

急患者の受け入れや初療、診断から選定科の振り分け、入院管理を行っております。
今後は救急医が24時間365日救急対応を行えるような診療体制を目指しております。

コロナ禍による病床制限や手術室の稼働状況により救急受け入れが難しい時もござ
いますが、南多摩医療圏の救急医療に貢献できるよう努力してまいります。 
 我が国の65歳以上の高齢者人口が30％に達しようとしている現在、高齢者の救急搬
送件数も全体の約60％を占めるようになりました。当院も例外なく高齢者救急搬送の

割合が高く、その内容は心不全や脳卒中、肺炎等の感染症、転倒転落による頭部や 

救急センター長、救命救急科医長 

救命救急科 臨床准教授 飯塚 進一 医師 
 

【専門分野】 

救命救急医療 

脊椎・四肢外傷、認知症に伴う廃用症候群
などとなっております。入院になる割合が高
く、疾病や外傷の治療はもちろんのこと、リ
ハビリや介護環境の調整も含め周辺医療
機関と連携しながら救急医療を提供してお
ります。また、初診、かかりつけ問わず高齢
者以外の外傷や疾病患者の救急受け入れ
も積極的に行っておりますので、お困りのこ
とがございましたら当院救急センターにご
相談くださいますようお願い申し上げます。 東海大学医学部付属八王子病院 救急センター内 


